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■
パ
ー
ト
・
非
常
勤
は
微
増

時
給
・
非
常
勤
（
改
善
加
算
を
取
得
し
て

い
る
事
業
所
勤
務
）
を
み
る
と
、
介
護
職
員
は

10
万
５
０
３
０
円
で
１
７
３
０
円
増
え
た
。
た
だ

し
、
基
本
給
は
１
１
１
０
円
で
20
円
増
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

■
給
与
引
き
上
げ
以
外
の
改
善

給
与
や
手
当
の
引
き
上
げ
以
外
の
処
遇
改
善

（
複
数
回
答
）
で
は
、「
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
へ
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
よ
る
責
任
の
明
確
化
」

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
職
場
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
円
滑
化
に
よ
る
気
づ
き
を
踏
ま
え
た
勤

務
環
境
や
ケ
ア
内
容
の
改
善
」「
健
康
診
断
・
こ

こ
ろ
の
健
康
等
健
康
管
理
面
の
強
化
、
休
憩
室
・

分
煙
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
」
が
い
ず
れ
も
８
割
を
超

え
た
。「
介
護
福
祉
士
取
得
を
目
指
す
者
に
対
す

る
実
務
者
研
修
の
受
講
支
援
等
」
も
７
割
弱
に
達

し
た
。

一
方
、「
介
護
職
員
の
腰
痛
対
策
を
含
む
負
担

軽
減
の
た
め
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
リ
フ
ト
等
の
介

護
機
器
等
導
入
」
は
２
割
未
満
、「
小
規
模
事
業

者
の
共
同
に
よ
る
採
用
・
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・

研
修
の
た
め
の
制
度
構
築
」
は
２
割
余
と
低
か
っ

た
。■

「
見
守
り
機
器
」
が
ト
ッ
プ

同
日
、
介
護
給
付
費
分
科
会
・
介
護
報
酬
改

定
検
証
研
究
委
員
会
が
ま
と
め
た
「
平
成
30
年
度

介
護
報
酬
改
定
の
効
果
検
証
及
び
調
査
研
究
調
査

結
果
」（
７
項
目
）
を
了
承
し
た
。
特
養
が
関
係

す
る
主
な
調
査
結
果
（
重
複
回
答
含
む
）
は
以
下

最
も
高
く
、「
各
種
手
当
の
引
き
上
げ
ま
た
は
新

設
（
予
定
）」
31
・
３
％
（
特
養
33
・
３
％
）、「
給

与
表
を
改
定
し
て
賃
金
水
準
を
引
き
上
げ
（
予

定
）」
21
・
１
％
（
特
養
12
・
７
％
）
な
ど
の
順

と
な
っ
た
。

■
介
護
職
員
１
万
８
５
０
円
ア
ッ
プ

平
均
給
与
額
（
月
給
・
常
勤
）
で
は
、
介

護
職
員
が
前
年
同
期
よ
り
１
万
８
５
０
円
増

え
、
30
万
９
７
０
円
と
な
り
、
初
め
て
30
万
円

を
超
え
た
。
看
護
職
員
は
37
万
２
０
７
０
円

（
７
１
９
０
円
増
）、
生
活
相
談
員
・
支
援
相
談
員

32
万
１
０
８
０
円
（
８
６
９
０
円
増
）、
事
務
職

員
30
万
７
１
７
０
円
（
７
０
５
０
円
増
）
な
ど
。

勤
続
年
数
や
資
格
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
上
昇
し

た
。し

か
し
、
介
護
職
員
（
改
善
加
算
を
取
得
し

て
い
る
事
業
所
勤
務
）
の
増
加
分
の
内
訳
を
み
る

と
、「
一
時
金
（
賞
与
等
）」
が
４
０
１
０
円
で

最
も
多
く
、「
手
当
」
３
６
１
０
円
、「
基
本
給
」

３
２
３
０
円
だ
っ
た
。
分
科
会
か
ら
「
依
然
と
し

て
基
本
給
引
き
上
げ
に
慎
重
な
経
営
者
が
多
い
」

と
改
善
を
求
め
る
意
見
が
出
た
。

国
政
ニ
ュ
ー
ス

◎
過
去
最
大
26
万
３
千
人
減

　
（
４
月
12
日
）
総
務
省
の
人
口
推
計

「
平
成
30
年
10
月
１
日
現
在
の
人
口
推
計
」

に
よ
る
と
、
総
人
口
は
前
年
同
期
比
26
万
３
千

人
減
の
１
億
２
６
４
４
万
３
千
人
で
８
年
連

続
減
。
減
少
率
０
・
21
％
は
過
去
最
大
。
出

生
数
か
ら
死
亡
者
数
を
引
い
た
自
然
増
減
は

42
万
４
千
人
減
。
外
国
人
は
約
17
万
人
増
の

２
２
２
万
５
千
人
増
。「
生
産
年
齢
人
口
」（
15

～
64
歳
）
は
７
５
４
５
万
１
千
人
で
51
万
２
千

人
減
。

◎
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
17
・
８
％　

（
４
月
20
日
）
２
０
４
０
年
世
帯
推
計

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

「
２
０
４
０
年
ま
で
の
世
帯
数
の
将
来
推
計
」

に
よ
る
と
、
一
人
暮
ら
し
の
65
歳
以
上
が
15
年

よ
り
43
・
４
％
増
え
て
８
９
６
万
３
千
人
で
全

世
帯
の
17
・
７
％
を
占
め
る
。
高
齢
者
数
は
東

京
が
１
１
６
万
７
千
人
で
最
多
。
増
加
率
（
15

年
比
）
は
埼
玉
が
67
・
５
％
で
最
も
高
く
な
る
。

■
処
遇
改
善
加
算
取
得
率
91
％

調
査
結
果
に
よ
る
と
、「
介
護
職
員
処
遇
改
善

加
算
」
を
取
得
（
届
出
）
し
て
い
る
事
業
所
は
全

体
の
91
・１
％
。「
加
算
Ⅰ
」の
取
得
率
は
69
・３
％

（
特
養
は
そ
れ
ぞ
れ
98
・５
％
、84
・７
％
）だ
っ
た
。

給
与
引
き
上
げ
の
方
法
は
、「
定
期
昇
給
を
実

施
（
予
定
）」
69
・
９
％
（
特
養
89
・
７
％
）
が

（１）

個室ユニット
推進協ニュース
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　1 面　月給 30 万円を突破（介護職員常勤）
　   　　社福の規模拡大が焦点
　   　　全員が社会保険加入へ
　   　　国政ニュース、 こちら傍聴席
　2 面　�会員向け E ラーニング 5 月下旬配信

開始へ、  全国大会事例発表募集
　　　   支部だより【沖縄・福岡】
　　　   新規入会施設のご紹介
　　　   介護保険委員長のよもやま話
     3 面　施設紹介
　　　　　【ジョイヴィレッジ】神奈川県
　   　　　 【湘南くすの木】神奈川県
　4 面　介護ニュース・ダイジェスト
　　　   ズバリ回答！人事・労務のお悩み
　　　    用語解説、今後の予定   　

　
４
月
10
日
、
厚
生
労
働
省
は
社
会
保
障
審
議
会
・
第
１
７
０
回
介
護
給
付
費
分
科

会
に
「
平
成
30
年
度
介
護
従
事
者
処
遇
状
況
等
調
査
」（
９
月
分
給
与
）
の
結
果
を
報

告
し
た
。
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（
Ⅰ
）
～
（
Ⅴ
）
を
取
得
し
て
い
る
施
設
・
事

業
所
の
介
護
職
員
（
月
給
・
常
勤
）
の
平
均
給
与
は
前
年
同
期
よ
り
１
万
８
５
０
円

増
え
て
30
万
９
７
０
円
と
な
り
、
初
め
て
30
万
円
台
を
超
え
た
。
同
分
科
会
は
「
改

善
が
見
ら
れ
る
」
と
評
価
し
た
も
の
の
、「
ま
だ
全
産
業
平
均
と
大
き
な
乖
離
が
あ
る
」

と
し
て
更
な
る
処
遇
改
善
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

月
給
30
万
円
を
突
破
（
介
護
職
員
常
勤
）

「
30
年
度
介
護
従
事
者
処
遇
改
状
況
等
調
査
」

「
ま
だ
改
善
が
必
要
」
介
護
給
付
費
分
科
会

社
福
の
規
模
拡
大
が
焦
点

社
福
法
人
事
業
展
開
検
討
会
が
初
会
合

４
月
19
日
、「
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
展
開

等
に
関
す
る
検
討
会
」（
座
長
・
田
中
滋
埼
玉

県
立
大
学
理
事
長
）
の
初
会
合
が
開
か
れ
、
合

併
に
よ
る
法
人
規
模
拡
大
や
協
働
化
、
公
益
的

な
取
組
み
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
議
論
を
開
始
し

た
。
今
夏
（
６
月
ご
ろ
）
を
め
ど
に
論
点
整
理

す
る
。

同
日
は
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
（
平
成

28
年
社
会
福
祉
法
改
正
）
の
実
施
状
況
や
厚
労

省
が
示
し
た
検
討
事
項
案
（
合
併
や
連
携
法
人

創
設
に
よ
る
規
模
拡
大
な
ど
）
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。「
一
定
の
規
模
拡
大
が
必
要
」
と

の
意
見
が
出
た
一
方
、「
合
併
を
急
ぐ
よ
り
、

協
働
化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
べ

き
だ
」
と
慎
重
な
意
見
も
複
数
出
た
。

全
員
が
社
会
保
険
加
入
へ

自
民
厚
労
部
会
が
Ｐ
Ｔ
報
告
を
了
承

自
民
党
の
厚
生
労
働
部
会
は
４
月
18
日
、「
全

世
代
型
社
会
保
障
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」（
社
保
ビ
ジ
ョ
ン
Ｐ
Ｔ
）
の

政
策
提
言
と
、「
厚
生
労
働
行
政
の
効
率
化
に

関
す
る
国
民
起
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」（
厚

労
行
政
効
率
化
Ｐ
Ｔ
）
の
中
間
報
告
を
と
も
に

了
承
し
た
。
政
府
の
「
骨
太
方
針
２
０
１
９
」

へ
の
反
映
を
目
指
す
。

厚労省の「個室ユニット型
施設推進検討会」が初会合
座長に大森東京大学名誉教授

赤枝会長出席
４月 22 日、厚労省の「個室ユニット型施設

の推進に関する検討会」の初会合が非公開で行
われ、個室ユニット型施設を推進する上での課
題や対応などをめぐる議論を開始した。　

合議の結果、座長に大森委員を座長に選出。
厚労省老健局が個室ユニット施設の現状につい
て説明した後、意見交換した。大森座長は「エ
ビデンスに基づいた議論」や「検討（改善事項）
の早期対応」の必要性を指摘した。次回からデー
タ分析に基づく個室ユニットの現状や課題、改
善策などの議論に入る予定。（注）非公開のため
概要を掲載します。
【検討会委員】赤枝雄一・全国個室ユニット型

施設推進協議会会長、江澤和彦・日本医師会常
任理事、大森彌・東京大学名誉教授、児玉桂子・
日本社会事業大学名誉教授、高野龍昭・東洋大
学准教授、桝田和平・全国老人福祉施設協議会
介護保険事業等経営委員会委員長の６人。　

こ
ち
ら
傍
聴
席

◎
ナ
ッ
ジ
理
論

ウ
の
目
タ
カ
の
目

○
…
「
社
会
保
障
制
度
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に″
ナ
ッ
ジ
〟
の
考
え
方
を
採
り
入
れ
た
」。

自
民
党
の
「
厚
生
労
働
行
政
の
効
率
化
に
関
す

る
国
民
起
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
田
村

憲
久
座
長
（
元
厚
労
相
）
が
中
間
報
告
の
狙
い

を
説
明
し
た
が
、
記
者
か
ら
「
ナ
ッ
ジ
？
」
の

声
が
。

○
…
ナ
ッ
ジ
は
「
ひ
じ
で
軽
く
突
く
」
と
い

う
意
味
の
英
単
語
（
n
u
d
g
e
）。
行
動
経

済
学
で
は
「
選
択
に
迷
っ
て
い
る
人
を
そ
っ
と

後
押
す
る
こ
と
」
を
指
す
。
理
論
を
ま
と
め
た

シ
カ
ゴ
大
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
セ
イ
ラ
―
教

授
は
２
０
１
７
年
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞

し
、
日
本
で
も
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

○
…
東
京
都
八
王
子
市
は
大
腸
が
ん
検
診
を

前
回
受
診
し
た
市
民
を
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

Ａ
グ
ル
ー
プ
に
「
受
診
す
れ
ば
、
来
年
も
キ
ッ

ト
を
送
り
ま
す
」、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
は
「
受
診

し
な
い
と
、
来
年
は
キ
ッ
ト
が
送
付
で
き
な
く

な
り
ま
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
検
査

キ
ッ
ト
を
送
っ
た
。

結
果
は
、
受
診
率
は

Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
方
が

７
㌽
も
高
か
っ
た
。

利
得
よ
り
、
損
失
を

避
け
よ
う
と
す
る
人

間
が
多
い
た
め
だ
と

い
う
。（
楢
）

第１７０回介護給付費分科会（東京・港区芝）

介護従事者等の平均給与額の状況（月給・常勤、職種別）

※第 170 回介護給付費分科会の資料を参考に作成

第 1 回社福法人事業展開検討会
（東京・新橋）

平成 30 年

9 月給与

増加額

（29 年 9 月との差）

介護職員 300,970 円 10,850 円

看護職員 372,070 円 7,190 円

生活相談員・支援相談員 321,080 円 8,690 円

事務職員 307,170 円 7,050 円

管理栄養士・栄養士 309,280 円 7,980 円

ナッジ理論
得る喜びより
も失う痛み

の
通
り
。

【
介
護
の
質
の
評
価
（
褥
瘡
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
加

算
等
）】
算
定
率
19
・
２
％
。
約
半
数
が
「
負
担

感
な
い
」

【
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
効
果
実
証
】
導
入
機
器
は

「
見
守
り
」
70
・
８
％
で
最
多
。
導
入
後
の
変
化

は
「
行
動
パ
タ
ー
ン
が
把
握
で
き
る
」「（
ケ
ア
の
）

優
先
順
位
が
判
断
で
き
る
」「
訪
室
し
な
く
て
も

利
用
者
の
状
況
が
わ
か
る
」が
い
ず
れ
も
60
％
台
。

【
特
養
の
安
全
・
衛
生
管
理
】
指
針
に
つ
い
て

「
定
期
的
に
見
直
し
て
い
る
」
21
・
０
％
、「
不
定

期
に
見
直
し
て
い
る
」
48
・
４
％
。
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「
第
13
回
全
国
研
修
大
会
in
神
奈
川
２
０
１
９
」
の
事
例

発
表
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
実
践
（
良
か
っ
た
こ
と
・

苦
し
か
っ
た
こ
と
・
感
動
し
た
こ
と
・
感
謝
さ
れ
た
こ
と
）

や
調
査
研
究
な
ど
、
自
分
た
ち
の
取
り
組
み
や
思
い
を
発
表

し
ま
せ
ん
か
。
皆
様
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

【�

大
会
テ
ー
マ
】「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」―
人
材
確
保
、定
着
、

育
成
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
、
今
後
の
職
員
、
今
後
の
施
設

構
築
、
チ
ー
ム
ケ
ア
、
外
国
人
職
員
の
雇
用
、
老
人
ホ
ー

ム
の
処
遇
ア
レ
コ
レ
、
重
度
化
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の

考
え
方
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
な
ど
。

【
日
時
】
10
月
1
日
（
火
）　

15
時
40
分 

～ 

18
時
20
分

【
会
場
】
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
（
神
奈
川
県
）

【
発
表
時
間
】
1
題
10
分
程
度

【
募
集
期
間
】
5
月
15
日
（
水
）
～
6
月
15
日
（
土
）

（２）

４
月
18
日
、
沖
縄
支
部
（
上
里
絹
代
支
部

長
）
は
、
沖
縄
県
南
城
市
の
東
雲
の
丘
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
で
、
平
成
31
年

度
第
1
回
沖
縄
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
を
開
催
し

た
。
参
加
者
は
12
施
設
41
名
。

上
里
絹
代
氏
（
東
雲
の
丘
・
研
修
部
長
）
と

前
黒
島
智
司
氏（
東
雲
の
丘
・
次
長
）が「
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
推
進
に
お
け
る
事
前
研
修
」
を
テ
ー
マ

に
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
理
念
や
自
律
支
援
、
尊

厳
の
保
持
、
情
報
共
有
の
方
法
な
ど
、
自
施
設

で
の
実
践
事
例
を
交
え
て
講
義
し
た
。

講
義
後
、
既
設
と
開
設
前
の
施
設
の
2
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
開

設
前
の
施
設
か
ら
「
2
交
替
の
勤
務
体
制
で
開

設
す
る
予
定
だ
が
、
日
中
の
職
員
配
置
が
少
な

く
な
る
の
で
心
配
だ
」な
ど
の
声
が
あ
が
っ
た
。

６
月
５
日
、
福
岡
支
部
（
牟
田
和
男
支
部
長
）

は
、
福
岡
県
福
岡
市
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
福
岡
で
、
２
０
１
９
年
度
福
岡
支
部

総
会
を
開
催
す
る
。

総
会
に
続
き
、
福
岡
支
部
、
佐
賀
支
部
、
長

崎
支
部
と
合
同
で
研
修
会
と
記
念
講
演
を
行

う
。
記
念
講
演
で
は
、
今
夏
の
参
議
院
選
挙

で
推
進
協
が
推
薦
す
る
「
木
村
よ
し
お
参
議
院

議
員
（
元
厚
生
労
働
副
大
臣
）」
を
お
招
き
し
、

今
後
の
医
療
と
介
護
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
を

い
た
だ
く
予
定
。

■
日
時
：
６
月
５
日
（
水
）　

13
時
30
分
～

■
会
場
：
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
福
岡

　
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
３
‐
３
‐
３

■
プ
ロ
グ
ラ
ム 

　

13
時
～　

受
付	

　

13
時
30
分
～
14
時
15
分　

総
会

　

14
時
25
分
～
15
時
45
分　

研
修
会

　
　

テ
ー
マ
「
外
国
人
受
入
制
度
に
つ
い
て
」

　
　

講
師　

Ｇ
Ｔ
Ｓ
協
同
組
合
（
愛
知
県
）

　

16
時
～
16
時
30
分　

講
演
会

　
　

テ
ー
マ
「
社
会
保
障
に
お
け
る

　
　
　

医
療
・
介
護
の
現
状
と
展
望
（
仮
）」

　
　

講
師　

木
村
よ
し
お
参
議
院
議
員

16
時
30
分
～
17
時
15
分　

懇
親
会

■
参
加
費
：
お
一
人
様
：
７
０
０
０
円

　
（
研
修
会
・
懇
親
会
費
）
＊
当
日
支
払
。

■�

お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
岡
支
部　
（
誠
和
会  

西
村
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
0
9
2
（
8
7
4
）
0
3
3
0

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
9
2
（
8
7
4
）
0
3
3
3

沖
縄
支
部

福
岡
支
部　
総
会

沖
縄
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
を
開
催

福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
支
部

　
　
　
　
　
合
同
研
修
会
・
講
演
会

支
部
便
り

◆ 特養 愛成苑
支部名　神奈川支部
法人名　社会福祉法人 愛成会
法人代表者　理事長　平本 敏
施設代表者　施設長　平本 千恵子
住所   〒２４６- ０００３
横浜市瀬谷区瀬谷町４１３1 ‐ 16
電話　０４５（３００）０８８１

◆ 特養  菅田心愛の里
支部名　神奈川支部
法人名　社会福祉法人 七葉会
法人代表者　理事長　斎藤 譲栄
施設代表者　施設長　伊藤 俊吾
住所   〒２２１- ０８６４
　横浜市神奈川区菅田町１１２２
電話　０４５（４７０）７７８８

◆ 特養  ケアタウン 光の森
支部名　熊本支部
法人名 社会福祉法人　ゆうき会
法人代表者　理事長　反後 敏夫
施設代表者　施設長　田中 正二
住所   〒８６９- １１０１
　菊池郡菊陽町大字津久札３００２番地 1

電話　０９６（２７３）８６８６

新規入会施設のご紹介

平成 31 年度第 1 回沖縄県ネットワーク会
東雲の丘コミュニティーホールアクロポリス

特
養
の
入
所
要
件
と
特
例
入
所

平
成
27
年
4
月
か
ら
特
養
へ
の
入
所
要
件
が

変
わ
り
、
原
則
要
介
護
3
以
上
の
方
と
、
特
例

要
件
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

・
特
例
入
所
と
特
例
要
件

特
例
入
所
と
は
、
要
介
護
１
ま
た
は
２
と
認

定
さ
れ
た
方
で
、
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
困
難
な
理
由
が
以
下
の
い
ず
れ
か

（
特
例
要
件
）
に
該
当
す
る
場
合
、
市
町
村
の

適
切
な
関
与
に
よ
っ
て
入
所
が
認
め
ら
れ
る
仕

組
み
の
こ
と
で
す
。

①
認
知
症
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意
思

疎
通
の
困
難
さ
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

②
知
的
障
害
・
精
神
障
害
等
を
伴
い
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や

意
思
疎
通
の
困
難
さ
等
が
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

③
家
族
等
に
よ
る
深
刻
な
虐
待
が
疑
わ
れ
る

こ
と
等
に
よ
り
、
心
身
の
安
全
・
安
心
の
確
保

が
困
難
な
状
態
で
あ
る
。

④
単
身
世
帯
。
ま
た
は
、
同
居
家
族
が
高
齢

ま
た
は
病
弱
で
あ
る
等
に
よ
り
、
家
族
等
に
よ

る
支
援
が
期
待
で
き
ず
、
か
つ
、
地
域
で
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
の
供
給
が
不
十
分
で

あ
る
。

・
自
治
体
ご
と
の
格
差

特
例
入
所
は
、
要
介
護
度
が
3
以
下
で
あ
っ

て
も
、
入
所
の
必
要
性
の
高
い
方
が
入
所
し
や

す
く
な
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
家
族
や
地
域
で
は
支
え
き
れ

な
い
在
宅
生
活
が
困
難
な
中
重
度
の
要
介
護
高

齢
者
を
受
け
入
れ
る
役
割
と
し
て
、
特
養
に
重

点
化
を
図
っ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、「
特
例
入
所
は
一
律

に
認
め
な
い
」「
入
所
の
必
要
性
が
高
い
方
へ
の

適
切
な
関
与
が
無
い
」
な
ど
自
治
体
に
よ
っ
て

格
差
が
あ
る
こ
と
を
耳
に
し
ま
す
。
見
方
を
変

え
れ
ば
、
要
介
護
認
定
に
特
例
条
件
を
加
味
さ

れ
た
認
定
が
な
さ
れ
れ
ば
良
い
と
も
い
え
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
保
険
制
度
に
お
い
て
、
地

域
の
格
差
は
避
け
た
い
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

介
護
保
険
委
員
長
の

  

よ
も
や
ま
話

第
２
回

（
介
護
保
険
委
員
長 

      　
　
　

藤
村 

二
朗
）   

推
進
協
に
は
「
人
材
不
足
で
職
員
を
研
修
に
出

す
こ
と
が
難
し
い
」「
地
方
の
施
設
な
の
で
、
東

京
で
研
修
が
あ
っ
て
も
参
加
し
に
く
い
」
と
い
っ

た
会
員
施
設
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
全
国
展
開
す
る

協
議
会
と
し
て
は
地
域
差
を
縮
め
る
こ
と
が
課
題

の
1
つ
と
な
っ
て
い
た
。

今
回
、
こ
の
課
題
を
解
決
し
、
会
員
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
た
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
5
月
下
旬

か
ら
開
始
す
る
。
今
後
、
研
修
委
員
会
を
中
心
に

様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
増
や
し
、
利
用
状
況
に
応

じ
て
同
時
利
用
で
き
る
利
用
者
数
も
増
や
す
方
針

だ
。

　
【
5
月
配
信
開
始
の
コ
ン
テ
ン
ツ
】

・�

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
取
り
巻
く
社
会
的
背

景
と
展
望
（
講
師
：
介
護
保
険
委
員
長
・

藤
村
二
朗
氏
）

・�

人
事
制
度
の
確
立
と
運
用
（
講
師
：
監
事
、

特
定
社
会
保
険
労
務
士
・
栗
田
淳
二
氏
）

第
13
回 

全
国
研
修
大
会 

in 

神
奈
川
2
0
1
9

事
例
発
表
募
集
中
！

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る

会
員
向
け
に
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
5
月
下
旬
配
信
へ

　
推
進
協
は
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
株
式
会

社
マ
ネ
ビ
の
プ
レ
イ
ス
）
を
活
用
し
た
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
５
月
下
旬
か
ら
実
験
的
に

開
始
す
る
。
今
後
、
利
用
状
況
に
応
じ
て
さ
ら
に
充
実
を
図
る
。

施
設
内
研
修
な
ど
で
活
用
を

①ブラウザを立ち上げ、以下の URL を入力します。
　https://suishinkyo.manebi.jp
②�ログイン画面が表示されますので「ログイン ID」と
　「パスワード」を入力します。

③�視聴可能なコースが表示されます。視聴したいコースを選んでくださ
い。推進協オリジナルのコンテンツの他に、マネビ社が提供している
コンテンツもご利用いただけます。

④視聴が終わったらログアウトします。

【
問
い
合
わ
せ
先
お
よ
び
送
付
先
】

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ケ
谷

　

住　

所
：
〒
2
3
0 

‐
0
0
7
3 　

横
浜
市
鶴
見
区
獅
子
ケ
谷
３
‐ 

10
‐ 

8

　
電
話
： 

0
4
5
（
5
7
6
）
3
0
5
5  

／  

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
0
4
5
（
5
7
6
）
3
0
5
6

　

メ
ー
ル
：nb_shishigaya@

bird-kindai.jp

【事例発表についての手順】

【ご利用の流れ】

ログイン ID とパスワードは事務局から
随時発行いたします。
事務局まで以下の内容をホームページ
のお問合せフォームまたは FAX でご連
絡ください。

①施設名
②施設の電話番号
③連絡先の担当者名
④担当者メールアドレス
⑤利用期間
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【
施
設
の
紹
介
】

　
隈
研
吾
氏
デ
ザ
イ
ン
の
施
設

当
施
設
は
平
成
26
年
11
月
に
国

立
競
技
場
な
ど
数
多
く
の
有
名
な

建
築
物
を
手
掛
け
る
建
築
家
、
隈

研
吾
氏
の
設
計
に
よ
り
完
成
し
ま

し
た
。
入
居
の
み
12
ユ
ニ
ッ
ト
の

施
設
で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
「
鴨

宮
駅
」
か
ら
徒
歩
で
約
15
分
、
近

く
に
大
型
商
業
施
設
が
あ
る
の
で

施
設
を
訪
れ
た
後
、
買
い
物
も
で

き
ま
す
。

　
3
0
0
㎡
以
上
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

施
設
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な

く
、
約
１
０
０
人
が
参
加
す
る
若

年
性
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
、
地
域

交
流
の
場
と
し
て
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
安
心
、
安
全
、
美
味
し
さ
を
追
求

法
人
の
母
体
が
崎
村
調
理
師
専

門
学
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
入

居
者
の
皆
様
に
「
毎
日
の
食
事
が

待
ち
遠
し
い
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
し
て
い
ま

す
。
入
居
者
ひ
と
り
一
人
の
意
向

を
伺
い
な
が
ら
、
好
み
に
合
わ
せ

た
り
、
旬
の
食
材
を
取
り
入
れ
て

季
節
感
を
演
出
し
た
り
す
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
度
に
沢
山
の
量
を
食

べ
ら
れ
る
方
は
少
な
い
の
で
、
少

し
の
量
で
も
違
っ
た
栄
養
素
が
摂

れ
る
よ
う
、
1
日
に
使
用
す
る
食

材
が
重
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
、

同
じ
調
理
法
に
な
ら
な
い
よ
う
工

夫
し
て
い
ま
す
。

【
ジ
ョ
イ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
祭
り
】

　
実
行
委
員
長
は
入
居
者
代
表

毎
年
11
月
に
開
催
し
、
今
年
で

5
回
目
を
迎
え
ま
す
。
入
居
者
代

表
と
職
員
か
ら
な
る
お
祭
り
実
行

委
員
会
を
8
月
に
立
ち
上
げ
て
、

祭
り
の
テ
ー
マ
、
催
事
、
露
店
の

内
容
を
決
め
て
い
ま
す
。

チ
ン
ド
ン
屋″
ど
っ
て
こ
座
〟

の
演
奏
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
実
習
生
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
ダ
ン
ス
、
富
士
和
会
様
の

盆
踊
り
、″
懐
メ
ロ
な
っ
ち
ゃ
ん
〟

の
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
入
所

者
や
家
族
、
近
所
の
方
な
ど
約

2
0
0
名
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

実
行
委
員
長 

― 

植
田
博
之
氏

実
行
委
員
長
を
2
回
務
め
ら

れ
て
き
た
植
田
氏
。
某
会
社
の
研

究
職
と
し
て
働
き
、
定
年
後
も
嘱

託
と
し
て
会
社
を
支
え
ら
れ
ま
し

た
。
職
を
離
れ
て
か
ら
は
地
域
の

自
治
会
長
や
市
の
歴
史
団
体
に
属

し
て
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
趣
味
も
多
彩
で
、
お
部

屋
に
は
雑
誌
を
切
り
抜
い
て
作
っ

た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作
品
や
書
道
作

品
、
の
ど
自
慢
大
会
や
得
意
な

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
な
ど
施
設
の
イ

ベ
ン
ト
で
受
賞
さ
れ
た
賞
状
な
ど

が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
26
名
の
外
国
人
を
雇
用
】

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
受
け
入
れ
た

Ｅ
Ｐ
Ａ
実
習
生
な
ど
26
名
の
外
国

人
が
働
い
て
い
ま
す
。
資
格
取
得

後
結
婚
し
て
家
族
で
町
で
暮
ら
し

て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
来
日
し

て
住
宅
に
困
ら
な
い
よ
う
施
設
の

中
に
職
員
寮
（
19
室
・
22
名
可
）

を
備
え
て
い
ま
す
。

【
熊
谷
久
子
施
設
長
か
ら
】

施
設
長

就
任
前
は

病
院
看
護

師
と
し
て

勤
務
し
て

い
ま
し
た
。
特
養
に
で
き
る
看
取

り″
平
穏
死
〟
は
、
ま
さ
に
「
そ

の
人
ら
し
い
人
生
を
全
う
で
き
る

支
援
」
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

看
取
り
に
限
ら
ず
、
行
う
支
援
に

は
ご
本
人
・
家
族
の
理
解
が
必
要

で
す
。
思
い
を
く
み
取
り
、
納
得

い
た
だ
く
た
め
に
す
べ
て
の
職
員

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
そ
の
支

援
を
説
明
し
語
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
施
設
の
紹
介
】

当
施
設
は
平
成
18
年
2
月
に
神

奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
の
茅
ヶ

崎
駅
か
ら
バ
ス
で
13
分
、
辻
堂
駅

か
ら
バ
ス
で
7
分
の
住
宅
地
に
あ

り
ま
す
。

乳
幼
児
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
地

域
に
根
差
し
た
支
援
が
で
き
る
施

設
で
あ
り
た
い
―
。
周
辺
に
は
法

人
が
運
営
す
る
地
域
密
着
型
特
養

「
湘
南
く
す
の
木 

は
る
」
や
「
湘

南
く
す
の
木
保
育
園
」（
6
か
月

～
就
学
前
）、
事
業
所
内
保
育
所

「
湘
南
く
す
の
木 

け
ん
」（
０
～

2
歳
児
）
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。

七
夕
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
、

常
に
園
児
た
ち
と
の
交
流
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
施
設
内
に
は
山
本
丈
男

理
事
長
夫
人
の
綾
子
様
が
描
い
た

十
数
点
の
絵
画
が
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。

【
施
設
の
取
り
組
み
】

そ
の
方
ら
し
い
居
室
の
設
え

入
居
者
の
好
み
や
生
活
歴
に
合

わ
せ
て
設
え
を
整
え
ら
れ
る
の
が

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
メ
リ
ッ
ト
だ

と
思
い
ま
す
。
火
と
刃
物
以
外
は

自
由
に
持
ち
込
み
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ
ー
キ
で
誕
生
祝

入
居
者
の
誕
生
日
に
入
居
者

の
希
望
に
合
わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

ケ
ー
キ
を
調
理
師
が
作
っ
て
お
祝

い
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

入
居
者
ご
自
身
が
着
た
い
服
を

着
て
、ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
歩
き
ま
す
。

【
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
】

職
員
の
健
康
管
理
の
研
修
も

介
護
に
関
す
る
研
修
の
他
に
、

職
員
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、
機

能
訓
練
士
や
柔
道
整
復
師
が
「
ス

ト
レ
ッ
チ
教
室
」
を
定
期
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
次
回
は
６
月
頃

に
「
歩
き
方
教
室
」
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

復
帰
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

保
育
園
と
事
業
所
内
保
育
所
を

開
設
し
ま
し
た
。
産
休
の
職
員
が

復
帰
し
や
す
く
、
子
育
て
中
の
お

母
さ
ん
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
働
き

や
す
い
よ
う
シ
フ
ト
や
担
当
す
る

業
務
な
ど
配
慮
し
て
い
ま
す
。

介
護
補
助
職
員
を
配
置

介
護
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め

介
護
補
助
職
員
を
7
名
配
置
し
て

い
ま
す
。
無
資
格
未
経
験
の
方
に

は
、
介
護
の
補
助
の
仕
事
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
も
ら
い
、
資
格
取
得

は
全
額
補
助
を
し
て
少
し
ず
つ
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

【
山
本
施
設
長
か
ら
】

職
員
の
気
持
ち
や
考
え
を
大
事

に
す
る
こ
と
が
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ユ
ニ
ッ
ト
型
は
自
分
で
考
え
て

動
く
か
ら
職
員
が
育
つ
」
と
思
う

の
で
、
方
向
性
は
決
め
ま
す
が
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
敢
え
て
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
職
員
た
ち
の
提
案
に

対
し
て
は
、
自
分
た
ち
が
楽
す
る

た
め
だ
け
の
も
の
は
認
め
て
い
ま

せ
ん
が
、
利
用
者
に
と
っ
て
良
い

と
判
断
し
た
も
の
は
了
承
し
、
職

員
に
任
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
機
能
訓
練
士

を
3
名
体
制
に
し
ま
し
た
。
リ
ハ

ビ
リ
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
機
能
訓
練
士
が
入
居
者
の

方
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
関
わ
っ

て
い
け
る
と
良
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

神奈川県

神奈川県

〒 256-0816　 神奈川県小田原市酒匂 956-1　TEL： 0465-27-1100       FAX 0465-27-1161
【特養】12 ユニット、１２０床

〒 253-0017 神奈川県茅ヶ崎市松林 3-4-6TEL：0467-52-3647FAX：0467-52-3789
【特養】７ユニット、７０床【ショート】10 名【デイサービス】38 名

～「ここで暮らせてうれしい」「あなたに会えてよかった」と
みんなが笑顔になれる施設でありたい～

～　職員の気持ちや考えを大切にすることが
ユニットケアにつながる　～

社会福祉法人 東洋会

社会福祉法人 松宝苑

特別養護老人ホーム

特別養護老人ホーム

ジョイヴィレッジ

湘南くすの木

白い壁面と光のうつろいで
様々な表情を見せる飾り庇

施設外観

お花が大好きな
小河かねさん（102 歳）の居室

思い出の写真がたくさん
鈴木もとさん（102 歳）の居室

事業所内保育所　昼食の様子

ドレスやお気に入りの服を披露

歩行訓練のリハビリ中

セミパブリックスペースにも
理事長夫人が描いた絵が飾られている

広々としたエントランス

植田実行委員長の居室 懐メロなっちゃんと植田実行委員長

5 月には旬のフレンチを提供

植田氏の作品と賞状

職
員
寮（
上
）と
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン（
下
）
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介
護
に
関
係
す
る
政
府
機
関
や
民
間
団
体
の
動

き
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
厚
労
省
や
各
団

体
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
赤
字
は
重
要

ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

■
認
証
評
価
制
度
の
利
用
促
進
を

（
４
月
１
日
）
確
保
基
金
の
活
用
促
す

厚
労
省
は
介
護
事
業
者
が
地
域
医
療
介
護
総
合

確
保
基
金
を
活
用
し
て
人
材
育
成
等
の
認
証
評
価

制
度
に
取
り
組
む
よ
う
都
道
府
県
に
推
進
を
要
請

し
た
。

■
併
設
特
養
の
夜
勤
体
制
Ｑ
＆
Ａ　

（
４
月
２
日
）
30
年
度
介
護
報
酬
改
定

厚
労
省
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
の
夜
勤
職
員
配
置

に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
（
V
o
l
・
10
）
を
関
係
自
治

体
に
通
知
し
た
。（
Ｑ
）
ユ
ニ
ッ
ト
型
と
従
来
型

の
併
設
施
設
や
ユ
ニ
ッ
ト
数
が
奇
数
の
場
合
、
ど

う
配
置
す
れ
ば
よ
い
の
か
。（
Ａ
）
併
設
施
設
で

あ
っ
て
も
ユ
ニ
ッ
ト
型
と
従
来
型
の
両
方
の
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。「
１
ユ
ニ
ッ
ト
＋
準
ユ

ニ
ッ
ト
で
１
名
」
が
可
能
。
ユ
ニ
ッ
ト
数
が
奇
数

の
場
合
、
従
来
型
の
１
部
分
を
準
ユ
ニ
ッ
ト
に
改

修
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
─
な
ど
。

■
特
定
技
能
外
国
人
受
入
れ
Ｑ
＆
Ａ

（
４
月
２
日
）
施
設
サ
ポ
ー
ト
の
疑
義

厚
労
省
は
1
号
特
定
技
能
外
国
人（
介
護
分
野
）

受
入
れ
基
準
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
都
道
府
県
な
ど

に
送
付
し
た
。（
Ｑ
）
受
入
施
設
が
一
定
期
間
サ

ポ
ー
ト
す
る
。「
一
定
期
間
」
と
は
ど
の
程
度
か

→
（
Ａ
）
業
務
に
順
応
す
る
ま
で
の
6
カ
月
を
想

定
。（
Ｑ
）
受
入
施
設
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
ケ
ア
の

安
全
を
確
保
す
る
が
、具
体
的
に
は
→
（
Ａ
）
１
．

外
国
人
材
と
日
本
人
職
員
が
一
体
に
な
っ
て
介
護

に
あ
た
る
。
２
．
介
護
技
術
習
得
の
機
会
を
提
供

す
る
。
３
．
日
本
語
習
得
の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
─
な
ど
。

■
介
護
保
険
料
２
０
０
億
円
不
足　

（
４
月
４
日
）
支
払
基
金
が
計
算
ミ
ス　

厚
労
省
は
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
の
計

算
ミ
ス
が
原
因
で
２
０
１
９
年
度
の
介
護
保
険
料

が
約
２
０
０
億
円
不
足
す
る
と
発
表
し
た
。
基
金

が
加
入
者
数
を
誤
っ
て
計
算
し
、
健
保
組
合
や
共

済
組
合
な
ど
に
通
知
し
た
。
再
計
算
し
て
健
保
組

合
な
ど
に
再
通
知
す
る
。
国
保
へ
の
影
響
は
な
い

と
い
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
月
給
30
万
円
突
破(

月
給
・
常
勤)

（
４
月
10
日
）
処
遇
改
善
調
査
＝
１
面
参
照

厚
労
省
は
「
30
年
度
介
護
職
員
処
遇
改
善
等
調

査
」（
30
年
9
月
現
在
）
の
結
果
を
第
１
７
０
回

介
護
給
付
費
分
科
会
に
報
告
し
た
。
介
護
職
員
処

遇
改
善
加
算
（
Ⅰ
）
～
（
Ⅴ
）
を
取
得
し
て
い
る

施
設
・
事
業
所
の
介
護
職
員
（
月
給
・
常
勤
）
の

平
均
給
与
は
前
年
同
期
よ
り
１
万
８
５
０
円
増

え
、
30
万
９
７
０
円
で
30
万
円
を
超
え
た
。

■
特
養
６
割
で
ハ
ラ
ス
被
害

（
４
月
10
日
）
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

厚
労
省
は
介
護
事
業
者
向
け
「
介
護
現
場
に
お

け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成

し
た
。
調
査
で
は
、
18
年
1
年
間
で
介
護
職
員
が

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
を
訴
え
て
い
る
割
合
は
特
養

62
％
で
認
知
症
対
応
通
所
介
護
の
64
％
に
次
い
で

高
い
。

■
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
初
の
資
格
試
験

（
４
月
13
日
）
介
護
職
・
特
定
技
能
資
格

根
本
匠
厚
労
相
は
、
13
、
14
日
の
２
日
間
、
マ

ニ
ラ
で
初
の
特
定
技
能
（
介
護
）
入
国
資
格
試
験

を
実
施
し
た
と
発
表
し
た
。
５
月
と
６
月
に
も
計

３
回
実
施
す
る
。
ま
た
、
国
内
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
で
も
想
定
し
て
い
る
。

■
感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂　

（
４
月
15
日
）
自
治
体
に
利
用
促
す　

厚
労
省
は
「
高
齢
者
施
設
等
に
お
け
る
感
染
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
版
」（
２
０
１
９
年
３
月
改

訂
）
を
都
道
府
県
な
ど
に
送
付
し
た
。

■
「
テ
ク
ノ
活
用
で
基
準
見
直
し
」

（
４
月
16
日
）
自
民
党
Ｐ
Ｔ
が
報
告
書

自
民
党
の
厚
生
労
働
部
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
介
護
保
険

制
度
見
直
し
な
ど
を
求
め
る
報
告
書
を
ま
と
め

た
。「
介
護
の
質
」
を
落
と
さ
ず
に
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
を
活
用
し

て
人
員
配
置
基
準
や
施
設
基
準
な
ど
を
緩
和
す
べ

き
だ
─
な
ど
と
し
た
。

■
社
福
事
業
展
開
検
討
会
が
初
会
合

（
４
月
19
日
）
大
規
模
化
が
論
点
＝
１
面
参
照

「
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
展
開
等
に
関
す
る
検

討
会
」（
座
長
・
田
中
滋
埼
玉
県
立
大
学
理
事
長
）

の
初
会
合
が
開
か
れ
、
運
営
・
事
業
の
協
働
化
や

公
益
的
な
取
組
み
な
ど
に
関
す
る
議
論
を
開
始
し

た
。
今
夏
（
６
月
ご
ろ
）
を
め
ど
に
論
点
整
理
に

向
け
た
議
論
を
深
め
る
。

■
就
労
に
特
化
し
た
日
本
語
教
育
を

（
４
月
22
日
）
規
制
改
革
会
議
が
意
見

政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
は
特
定
技
能
外
国

人
労
働
者
の
受
入
れ
に
つ
い
て
「
今
の
日
本
語
教

育
は
留
学
生
が
高
等
教
育
機
関
へ
の
入
学
を
目
的

と
し
て
お
り
、
就
労
な
ど
に
特
化
し
た
教
育
に
見

直
す
必
要
が
あ
り
、（
国
が
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

示
す
べ
き
だ
」
と
の
意
見
を
ま
と
め
た
。

■
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
検
討
会　

初
会
合

（
４
月
22
日
）
赤
枝
会
長
出
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＝
１
面
に
関
連
記
事

「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
推
進
に
関
す
る
検

討
会
」
の
初
会
合
が
非
公
開
で
開
か
れ
、
推
進
協

の
赤
枝
雄
一
会
長
、
日
本
医
師
会
、
全
国
老
人
福

祉
施
設
協
議
会
の
関
係
者
、
有
識
者
ら
が
出
席
。

大
森
彌
東
京
大
学
名
誉
教
授
を
座
長
に
選
出
し
た

後
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
在
り
方
に
つ
い
て
議

論
を
開
始
し
た
。

■
介
護
保
険
料
10
万
円
突
破

（
４
月
22
日
）
健
保
連
公
表

健
康
保
険
組
合
連
合
会
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

加
盟
す
る
健
保
組
合
の
２
０
１
９
年
度
の
平
均
介

護
保
険
料
（
年
額
）
が
10
万
９
１
２
円
と
な
り
、

10
万
台
を
超
え
た
。　

■
４
人
１
人
「
残
業
不
払
い
」

（
４
月
24
日
）
介
護
労
働
実
態
調
査

全
国
労
働
組
合
総
連
合
会
（
全
労
連
）
は
「
介

護
労
働
実
態
調
査
報
告
書
」（
調
査
機
関
10
月
１

日
～
19
年
１
月
31
日
）
を
ま
と
め
た
。
残
業
代
の

不
払
い
の
実
態
に
つ
い
て
25
％
が
「（
不
払
い
が
）

あ
る
」
と
回
答
。

■
テ
ク
活
用
と
セ
ッ
ト
で
緩
和
を

（
４
月
23
日
）
財
政
審
分
科
会
が
提
言

財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
・
財
政
制
度
分

科
会
は
２
０
２
１
年
度
介
護
報
酬
改
定
や
介
護
保

険
制
度
改
革
に
向
け
て
提
言
を
ま
と
め
た
。「
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
設
備
に
応
じ
て
施
設
の
運
営
基

準
（
職
員
配
置
基
準
）
を
緩
和
し
た
り
、
報
酬
に

差
を
付
け
た
り
す
べ
き
だ
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

■
福
祉
用
具
貸
与
の
上
限
額

（
４
月
24
日
）
10
月
1
日
か
ら
適
用

厚
労
省
は
10
月
1
日
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

合
わ
せ
、
福
祉
用
具
の
全
国
平
均
貸
与
価
格
と
新

た
な
貸
与
上
限
価
格
を
公
表
し
た
。（
注
）
商
品

別
の
デ
ー
タ
は
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
参
照
。

■
「
効
果
相
応
以
上
」
９
割　

（
４
月
25
日
）
社
福
の
会
計
監
査
調
査

厚
労
省
は
「
社
会
福
祉
法
人
に
お
け
る
会

計
監
査
の
導
入
効
果
・
課
題
に
関
す
る
調
査
」

（
２
０
１
８
年
調
査
）
の
結
果
を
公
表
し
た
。
会

計
監
査
を
実
施
し
た
法
人
の
92
％
が
費
用
対
効
果

に
つ
い
て
「
相
応
以
上
」
と
回
答
し
た
。

■
人
手
不
足
倒
産　

過
去
最
多

（
４
月
27
日
）
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
調
査

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
の
２
０
１
８
年
度
倒
産
状

況
調
査
（
全
産
業
）
に
よ
る
と
、「
人
手
不
足
」

を
原
因
と
す
る
倒
産
が
４
０
０
件
に
達
し
、
過
去

最
多
と
な
っ
た
。
内
訳
は
、
経
営
者
の
後
継
ぎ
が

い
な
い
「
後
継
者
難
」、
従
業
員
を
採
用
で
き
な

い
「
求
人
難
」、
労
務
コ
ス
ト
の
ア
ッ
プ
が
影
響

し
た
「
人
件
費
高
騰
」、
必
要
な
社
員
が
退
職
し

た
「
従
業
員
退
職
」
な
ど
の
順
。

（４）

ズ
バ
リ
回
答
！ 

　

人
事
・
労
務
の
お
悩
み

【
今
月
の
相
談
内
容
】

①
当
法
人
で
は
、
1
日
と
半
日
の
年
休
が
あ

り
ま
す
。
改
正
年
次
有
給
休
暇
の
5
日
指
定
義

務
に
つ
い
て
は
、
半
日
も
カ
ウ
ン
ト
対
象
と
な

り
ま
す
か
？

②
半
日
の
年
休
を
取
得
後
に
出
勤
し
て
終
業

時
間
を
超
え
て
労
働
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。
終
業
時
間
を
過
ぎ
て
働
い
た
時
間
分
は

割
増
賃
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
か
？

【
回
答
】

時
季
指
定
義
務
に
つ
い
て

半
日
も
カ
ウ
ン
ト
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
労

使
協
定
等
に
よ
り
時
間
付
与
が
あ
る
場
合
は
カ

ウ
ン
ト
で
き
ま
せ
ん
。
年
次
有
休
休
暇
管
理
簿

で
個
別
に
管
理
し
、
当
該
職
員
と
上
司
が
確
認

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
年
次
有
給
休
暇
管
理
簿
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

半
日
年
休
取
得
後
の
残
業
？

半
日
の
年
休
を
取
得
後
に
出
勤
し
て
終
業
時

間
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
日
の
実
労
働
時
間
が

法
定
労
働
時
間
（
８
時
間
）
を
超
え
な
い
限
り
、

通
常
の
賃
金
を
支
給
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
実
労

働
時
間
主
義
」
と
い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
就
業

規
則
に
「
終
業
時
間
を
超
え
て
労
働
し
た
場
合

は
2
割
5
分
増
し
と
す
る
」
な
ど
の
規
定
が
あ

る
場
合
は
、
割
増
賃
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

施
設
の
場
合
、
一
般
的
に
は
変
形
労
働
時
間

及
び
変
形
休
日
を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
で
す
が
、
稀
に
、
そ
の
よ
う
な
法
を
上
回
る

規
定
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
確

認
が
必
要
で
す
。

今
後
、
法
改
正
の
実
務
展
開
と
と
も
に
、
各

所
こ
れ
ま
で
曖
昧
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
露
呈

し
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
労
働
時
間
や

休
日
等
の
考
え
方
は
と
て
も
複
雑
で
す
。

ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
後
日
、
直
接
、
ご
回
答
い
た
し
ま
す
。

 （
監
事
・
特
定
社
会
保
険
労
務
士  

栗
田
淳
二
）

4
月
１
日
～
4
月
30
日

月
給
30
万
円
を
突
破
（
介
護
職
員
常
勤
）

【
用
語
解
説
】

（
1
ヵ
月
の
）
変
形
労
働
時
間
制

介
護
報
酬
改
定
検
証
研
究
委
員
会

1
カ
月
の
中
で
忙
し
い
日
に
は
法
定
の
８

時
間
を
超
え
て
、
そ
う
で
な
い
日
は
８
時
間

未
満
、
と
い
う
ふ
う
に
あ
ら
か
じ
め
業
務
の

繁
閑
に
合
わ
せ
て
各
日
の
労
働
時
間
を
決
め

て
お
き
、
そ
の
平
均
が
法
定
労
働
時
間
40
時

間
に
収
ま
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
制
度
を
導

入
す
る
に
は
、
就
業
規
則
に
そ
の
旨
を
記
載

す
る
か
、
労
使
協
定
で
の
定
め
が
必
要
。

利
用
者
の
都
合
に
よ
っ
て
仕
事
の
時
間
が

左
右
さ
れ
る
介
護
施
設
で
は
勤
務
シ
フ
ト
と

し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

介
護
報
酬
改
定
の
在
り
方
を
審
議
す
る
介

護
給
付
費
分
科
会
の
下
部
組
織
で
、
改
定
の

効
果
や
課
題
な
ど
を
検
証
・
研
究
す
る
有
識

者
の
専
門
機
関
。
毎
年
度
、
直
近
の
改
定
か

ら
調
査
項
目
を
選
ん
で
調
べ
、
年
度
末
に
介

護
給
付
費
分
科
会
に
報
告
す
る
。
結
果
は
次

の
改
定
の
参
考
デ
ー
タ
と
な
る
。
２
０
１
９

年
度
の
調
査
は
「
介
護
の
質
（
A
D
L
維
持

等
加
算
）」や「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
効
果
実
証
」

な
ど
７
項
目
。

第１4 回

【第 1 部・総 会】　13：00 ～ 14：00
【第 2 部・講 演】　14：10 ～ 16：20

①「�2017 年度決算 ユニット型特養の経営分析指標について」 
　　（独立行政法人福祉医療機 構経営サポートセンター　荒牧登史治氏）
②��「働き方改革に備える人事制度の再設計」　　（特定社会保険労務士　栗田淳二氏）

～
同
一
労
働
同
一
賃
金~

改
正
年
次
有
給
休
暇
の

時
季
指
定
義
務
と

残
業
手
当
の
計
算
？

〇
５
月
20
日
（
月
）
～
24
日
（
金
）

　
第
１
回
認
知
症
介
護
実
践
者
研
修
（
横
浜
市
）

　
　

し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見
（
横
浜
）

〇
５
月
30
日
（
木
）
～
31
日
（
金
）

　
第
１
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修

　
　

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
（
東
京
）

〇
６
月
3
日
（
月
）

　
実
地
研
修
施
設
勉
強
会

　
　

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
（
東
京
）

〇
6
月
4
日（
火
）大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ（
東
京
）

　

第
１
回
理
事
会　
11
時
10
分
～
12
時
10
分

　
第
14
回 

社
員
総
会

　
《
第
1
部
》
総
会 

13
時
～
14
時　

　
《
第
2
部
》
講�

演 

14
時
10
分
～
16
時
20
分

〇
６
月
５
日
（
水
）
A
P
品
川
（
東
京
）

　
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
指
導
者
勉
強
会

〇
6
月
10
日
（
月
）
～
6
月
28
日
（
金
）

　
第
１
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
座
学
）

 

名
古
屋
：
６
月
10
日
（
月
）
～
11
日
（
火
）

 

福
岡
：
6
月
13
日
（
木
）
～
14
日
（
金
）

 

静
岡
：
6
月
20
日
（
木
）
～
21
日
（
金
）

 

東
京
：
6
月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

〇
9
月
2
日
（
月
）
～
9
月
18
日
（
水
）

　
第
２
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
座
学
）

 

名
古
屋
：
９
月
２
日
（
月
）
～
３
日
（
火
）

 

仙
台
：
９
月
５
日
（
木
）
～
６
日
（
金
）

 

大
阪
：
９
月
９
日
（
月
）
～
10
日
（
火
）

 

東
京
：
９
月
17
日
（
火
）
～
18
日
（
水
）

〇
９
月
30
日
（
月
）

   

支
部
長
会
、
研
修
委
員
会
、
介
護
保
険
委
員
会

ヨ
コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

〇
10
月
1
日
（
火
）

　
総
務
企
画
広
報
委
員
会
、
第
２
回
理
事
会

ヨ
コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

〇
10
月
21
日
（
月
）
～
25
日
（
金
）

　
第
２
回
認
知
症
介
護
実
践
者
研
修
（
横
浜
市
）

　

し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見
（
横
浜
）

〇
1
月
9
日
（
木
）
～
1
月
24
日
（
金
）

　
第
３
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
座
学
）

 

福
岡
：
１
月
９
日
（
木
）
～
10
日
（
金
）

 

名
古
屋
：
１
月
16
日
（
木
）
～
17
日
（
金
）

 

東
京
：
１
月
23
日
（
木
）
～
24
日
（
金
）

 

沖
縄
：
１
月
23
日
（
木
）
～
24
日
（
金
）

〇
２
月
６
日
（
木
）
～
７
日
（
金
）

　
第
２
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修

　
　

大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
（
東
京
）

〇
３
月
17
日
（
火
）

　
第
３
回
理
事
会　
丸
の
内
周
辺
（
東
京
）

今
後
の
予
定

社員総会 6/4（火）

会場：大田区産業プラザ コンベンションホール
　　　（東京都大田区南蒲田 1 丁目 20-20）


